
全建労発第３７号 

令和８年８月５日 

 

各都道府県建設業協会会長 殿 

 

一般社団法人 全国建設業協会 

会   長    今 井 雅 則  

〔 公 印 省 略 〕  

 

 

石綿等が吹き付けられた建築物等からの石綿等の飛散 

及びばく露防止対策の徹底について（周知依頼） 

 

 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。本会の活動につきましては日

頃から格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、このたび厚生労働省及び環境省より、別添のとおり「石綿等が吹き付

けられた建築物等からの石綿等の飛散及びばく露防止対策の徹底について」周

知の依頼がありました。 

 今回の通知は、令和 8年 7月 28日に発生した熊本地震により被災した建築

物等の解体・改修工事やがれき処理において、石綿等の飛散及び労働者へのば

く露を防止するため、労働安全衛生法、石綿障害予防規則及び大気汚染防止法

に基づく対策を徹底するよう求めるものです。また、吹付け石綿等の損壊箇所

への適切な対応、事前調査の確実な実施、関係法令に基づく届出の徹底などに

ついても改めて示されております。 

 つきましては、貴協会におかれましても、本通知の趣旨をご理解いただき、

会員企業に対し周知を図っていただくとともに、石綿等の飛散及びばく露防止

対策の徹底についてご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

以上 

（担当：労働部 吉田） 

 








